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個人の採算 ≠ 国民の経済性

住宅用太陽光は、設置者にはお得になっている。

しかし経済全体で見ればきわめて高価で、

費用は国民に転嫁される。

義務化・補助金等による大量導入は終えるべきである

杉山大志「住宅用太陽光発電の政策的推進を終えるべき理由」（CIGS WP 26-017J、2026年）



政府・東京都は「設置すればお得」と説明する
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東京都：補助金を使えば8年程度で初期費用を回収

国土交通省：光熱費負担が軽い

東京都環境局「太陽光パネル設置に関するQ&A」Q7・Q8（2024年） ／ 国土交通省「待って！家選びの基準変わります―省エネ基準引き上げへ。脱炭素化も。」
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設備単体でも、住宅用はメガソーラーより高い
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メガソーラー 住宅用太陽光

約2割高い

※ 政府による2040年モデルプラント試算。新設設備の発電原価。

発電コスト検証WG「基本政策分科会に対する発電コスト検証に関する報告」（2025年2月）

規模の経済が働きにくい

現地調査・設計・足場・
施工・保証・交換等を

一棟ずつ行う



太陽光発電は、本質的に二重投資となる
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15.8%
政府想定の設備利用率

1,380時間
定格出力換算／年

＝約58日分

84.2％の時間の供給力は、火力発電等や送電線が担う

パネルを載せても無くせない

杉山大志「住宅用太陽光発電の政策的推進を終えるべき理由」（CIGS WP 26-017J、2026年） ／ 発電コスト検証WG「基本政策分科会に対する発電コスト検証に関する報告」（2025年2月）
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大量導入によって「五重投資」が発生している
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① 太陽光・風力の設備本体 まず発電設備に投資

② 既存の安定供給電源 発電しない時間の供給力を維持

③ 蓄電池・調整力 発電量の急変を吸収し、需給を合わせる

④ 送電網・配電網 余剰な電力を運び、電圧を保つ

⑤ 新たな供給力確保 廃止した火力の穴を新しい安定電源で埋める

杉山大志「『再エネ5重投資』で電気代は上がるばかり」（CIGS、2024年6月20日） ／ 杉山大志「住宅用太陽光発電の政策的推進を終えるべき理由」（CIGS WP 26-017J、2026年）
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政府試算でも、大量導入で統合コストが嵩む
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発電コスト検証WG「システム統合の一部を考慮した電源別コストの試算」（第5回資料4、2024年12月16日）



系統統合費用で事業用太陽光は高価になる
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設備単体

8.5
円/kWh

→

太陽・風力容量6割

36.9
円/kWh

28.4円/kWh 上昇

「火力の調整運転、揚水・蓄電池の損失、出力
制御などを一定程度反映した試算」（政府資料）

発電コスト検証WG「システム統合の一部を考慮した電源別コストの試算」（第5回資料4、2024年12月16日）



政府計画通りならば2040年に住宅用は 52円/kWhにもなる
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住宅用太陽光

筆者試算：VRE容量64.8%

政府Cケース：VRE容量60% ※太陽・風力の設備容量60％

※住宅用／事業用の設備単体費
用比10.2÷8.5を適用

発電コスト検証WG「システム統合の一部を考慮した電源別コストの試算」（第5回資料4、2024年12月16日） ／ 杉山大志「住宅用太陽光発電の政策的推進を終えるべき理由」（CIGS WP 26-017J、2026年）

太陽風力60%、事
業用（政府資料）

政府計画、太陽風
力65%、家庭用
（筆者試算）

政府計画、太陽風
力65%、事業用
（筆者試算）

※政府資料の事業用PVの試算を
第７次エネルギー基本計画に適用

発電コスト（円/kWh)
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https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/mitoshi/cost_wg/2024/data/05_04.pdf


電源構成の違いが、年間約30兆円の差になる
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既存火力・
原子力を活用

水力
9%

原子力 20% 既存石炭火力 35.5% 既存LNG火力 35.5%

政府計画@2040 太陽光 26% 風8% 水9% 他7% 原子力 20%
CCS石炭

15%
CCS LNG

15%

太陽光 風力 水力 地熱・バイオマス 原子力 石炭火力 LNG火力

平均発電コスト差 24.14円/kWh

× 1.1～1.2兆kWh ＝ 26.6～29.0兆円／年

杉山大志「第七次エネルギー基本計画に基づく2040年発電コストの試算」（CIGS、2026年6月2日） ／ 資源エネルギー庁「2040年度におけるエネルギー需給の見通し」（2025年2月）
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政府GX投資戦略： 再エネと電力網に巨額投資
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再生可能エネルギー

20兆円

次世代ネットワーク

11兆円

今後10年程度の官民累積投資

内閣官房「分野別投資戦略（ver.3）」（GX実行会議、2025年12月26日）



国土交通省は、家庭用太陽光発電は「15年で回収」と試算
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国土交通省「今後の住宅・建築物における省エネ対策のあり方（第三次答申）、建築基準制度のあり方（第四次答申）に向けた主な審議事項と議論の方向性（資料編）」参考資料4、2021年、53頁
https://www.mlit.go.jp/common/001426769.pdf



「元が取れる」が、差額112万円は誰が負担？
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158

150

46

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

設置者の15年間収入

設備導入費

国民経済上の価値

（火力燃料費節約）

差額

112万円

設備費150万円で、15年間の収入は158万円。設置者は元が取れる。

しかし国民経済上の価値は46万円にとどまる。差額112万円は国民負担。
杉山大志「太陽光発電 本当のコストは」（CIGS、2023年3月15日） ／ 杉山大志「住宅用太陽光発電の政策的推進を終えるべき理由」（CIGS WP 26-017J、2026年）

https://cigs.canon/article/20230315_7335.html
https://cigs.canon/article/20230315_7335.html
https://cigs.canon/article/20230315_7335.html
https://cigs.canon/article/20230315_7335.html
https://cigs.canon/article/20230315_7335.html
https://cigs.canon/article/20230315_7335.html
https://cigs.canon/article/20230315_7335.html
https://cigs.canon/article/20230315_7335.html
https://cigs.canon/article/20230315_7335.html
https://cigs.canon/article/20230315_7335.html


買電量が減っても、電力系統の固定費は消えない
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固定費を付け回し

電気は夜間・雨天でも必要
安定電源・送配電網には固定費がある

太陽光を設置した世帯

● 晴れた日は買電量が減る

● 料金負担も減る

● 最大電力需要はほぼ不変

太陽光を持たない世帯

● 再エネ賦課金と補助金原資
を負担

● 送配電網の固定費も負担

● 電気料金がさらに上がる

杉山大志「住宅用太陽光発電の政策的推進を終えるべき理由」（CIGS WP 26-017J、2026年）



従量料金が中心なので、逆進性が強くなる
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家庭電気料金 ＝ 基本料金(kW料金） ＋ 従量料金（kWh料金）

固定費の多くを買電量に応じて回収する料金設計

基本料金(kW料金） 従量料金（kWh料金）

負担が移る

太陽光設置世帯

買電量 ↓
固定費負担 ↓

太陽光非設置世帯

料金負担 ↑
＋再エネによる発電コスト↑

基本料金の比重が小さいので、非設置世帯への付け回しが大きい

杉山大志「住宅用太陽光発電の政策的推進を終えるべき理由」（CIGS WP 26-017J、2026年）



パネル設置は戸建て住宅だけ
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11.7%
戸建住宅

0.0%
集合住宅

集合住宅・賃貸世帯も、賦課金・電気料金・税は支払う！

環境省「令和5年度 家庭部門のCO2排出実態統計調査 資料編（確報値）」（2025年）

パネルの導入率



パネル設置は高所得者が多い
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戸建住宅における年間世帯収入別の太陽光発電システム使用率

環境省「令和5年度 家庭部門のCO2排出実態統計調査 資料編（確報値）」（2025年）



再エネ賦課金は 0.22円から4.18円へ
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2012年度

0.22円/kWh → 約19倍 →

2026年度

4.18円/kWh

20,064円／年
月400kWhの標準家庭

4兆8,507億円
2026年度の買取費用等

なお、賦課金は太陽光発電コスト全体の一部にすぎない

経済産業省「再生可能エネルギーのFIT制度・FIP制度における2026年度以降の買取価格等と2026年度の賦課金単価を設定します」（2026年3月19日）



便益は高所得層へ、費用は国民全体へ
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費用を転嫁

便益を受けやすい人

● 持ち家・戸建て

● 日当たりのよい屋根

● 資金力・信用力がある

補助金あり・売電収入あり
固定費負担の回避

費用を負担する人

● 集合住宅・賃貸

● 低所得世帯

● 日当たりの悪い屋根、小
さな家

賦課金、税、および
再エネで増大する系統

固定費を負担

環境省「令和5年度 家庭部門のCO2排出実態統計調査 資料編（確報値）」（2025年） ／ 杉山大志「住宅用太陽光発電の政策的推進を終えるべき理由」（CIGS WP 26-017J、2026年）
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中国依存： 人権と経済安保の問題
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IEA
太陽光サプライチェーン
の主要段階で中国の世
界シェアは80%超

日本
国内向け出荷のほとん
どが海外生産

米国 強制労働防止法で疑義
ある製品の輸入を停止

製造工程は石炭依存
International Energy Agency, Solar PV Global Supply Chains (2022) ／ U.S. Department of Homeland Security, Uyghur Forced Labor Prevention Act ／ The Breakthrough Institute, “Sins of a Solar Empire” (2021)

https://www.iea.org/reports/solar-pv-global-supply-chains
https://www.dhs.gov/uflpa


水害・火災時にも発電し、感電リスクが残る
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光が当たる限り発電を続ける

外部から発電を止められない

水没・破損した配線や機器への接触は危険

救助・消火・復旧活動の妨げに

大量導入で二次災害リスクが高まる

太陽光発電協会（JPEA）「太陽光発電システムの水害時の感電の危険性について」（NEDO委託調査資料、2019年） ／ 消防庁「太陽光発電システム等に係る火災と消防活動上の留意事項」（2014年）

https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/t190531.pdf
https://www.jpea.gr.jp/wp-content/uploads/t190531.pdf
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ペロブスカイトも統合コストから逃れられない
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長所

● 軽量・柔軟で、従来にない市場を開拓

政策上の問題

● 発電はお天気任せ

●

経済産業省「次世代型太陽電池戦略」（2024年11月28日） ／ 積水化学工業「ペロブスカイト太陽電池の量産化に関するお知らせ」（2024年12月26日） ／ 積水化学工業「フィルム型ペロブスカイト太陽電池『SOLAFIL』事業開始」（2026
年）

大量導入すれば統合コストは増える

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/perovskite_solar_cell/pdf/20241128_1.pdf
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① 全量買取り・補助金・義務化等を終える

② 系統統合コストを政策に反映する： 補助よりむしろ課徴すべき。

③ 従量料金偏重の電気料金を適正化し、固定費の付け回しを防ぐ

杉山大志「住宅用太陽光発電の政策的推進を終えるべき理由」（CIGS WP 26-017J、2026年）
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